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停
電
へ
の
備
え
も
進
展
が

九
割
が
身
近
に
一
時
避
難
所
確
保

自治会館

13 町会
42％

公民館 11 町会 35％

その他施設

4 町会 13％

一時避難所なし 3 町会 9 %

N=31

図 1 一時避難所の有無・名称

図 2-1 空調設備関係

冷暖房完備 22町会 79％

暖房完備

4町会 14 ％

冷房完備 1町会 何れもなし 1町会

N=28

図 2-2 厨房・冷蔵庫・トイレ

N=28

厨房・冷蔵庫共にある

18町会 64％

何れもなし 2町会 7％

厨房はあるが冷蔵庫は

ない 2町会 7％

厨房はないが冷蔵庫は

ある 6町会 21％

280

トイレはある 26町会 93 %

トイレはない 2町会

町会数

N=28
含む複数回答

テレビ

12町会
43 %

ラジオ 9 町会
32 %

市防災無線

受信機

8町会
29 %

特段なし1町会

図 3 災害情報入手について

N=28
含む複数回答

発電機常備

10町会

36 %

ポータブル電源（電池式）

8町会 28 %

特段備えなし

10町会

36 %

図 4 停電発生時の備えについて

N=28

町会役員で対応

18町会

64 %

決めはない 2町会 14 %

町会役員と

防災会が協力

8 町会 28 %

図 5 避難指示への対応について

N=28
含む複数回答

飲料水

11町会

39 %

非常食

4町会 14 %

特段備えなし

17町会

60 %

図 6 備蓄品の状況

280

届出・認定済み

15町会 54 %

無回答 3町会

今後検討したい 10町会

10％36％

町会数

図 8 避難所の申請・認定

280

今後検討したい

14町会 50 %

自主訓練に取組んでいる 5町会

無回答 9町会

18％32％

町会数

図 7 避難訓練等

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
は
、
三
和
地
区
全
町
会

（
四
十
五
町
会
）
の
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
た
が
、
光
風

台
地
区
は
自
治
会
館
を
所

有
す
る
も
の
の
、
自
治
会

（
町
会
）
固
有
の
施
設
と
異

な
る
こ
と
か
ら
、
集
計
デ

ー
タ
か
ら
除
外
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
同
地
区
は
現
在

地
区
と
し
て
の
防
災
計
画

を
検
討
中
と
の
こ
と
。

以
下
、
三
地
区
（
市
西
・

養
老
・
海
上
）
全
町
会
の

回
答
を
ベ
ー
ス
に
、
そ
の

結
果
を
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。
な
お
、
数
値
比
較
の

目
的
に
鑑
み
、
個
別
町
会

名
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

町
会
に
一
時
的
に
避
難

で
き
る
施
設
は
あ
り
ま
す

か
？
の
回
答
で
は
、
九
割

が
有
る
と
の
回
答
。
（
図
1

参
照
）

千
葉
県
で
は
、
二
〇
十

九
年
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
て

お
り
、
公
設
避
難
所
等
へ

の
避
難
ル
ー
ト
な
ど
も
、

あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お

く
の
も
備
え
の
一
助
と
な

る
で
し
ょ
う
。

て
は
、
複
数
回
答
を
含
め

（
図
2
の
2
）
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ト
イ
レ
の
な
い

自
主
避
難
訓
練
や
一
時

避
難
所
の
届
け
出
・
認
証

に
つ
い
て
は
、
図
7
・
8

に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
一
月
の
能
登
半
島

地
震
で
、
珠
洲
市
は
津
波

に
襲
わ
れ
ま
し
た
が
、
死

者
は
ゼ
ロ
。
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
と
し
た
日
頃
の

訓
練
が
功
を
奏
し
た
例
と

し
て
、
報
道
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

個
々
人
の
防
災
意
識
を

高
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

地
区
社
協
・
安
心

安
全
部
担
当
の
布
施

で
す
。

当
部
で
は
、
台
風

シ
ー
ズ
ン
到
来
に
あ

た
り
、
地
区
内
各
自

治
会
長
（
町
会
長
）
の

ご
協
力
を
仰
ぎ
、
身
近
な
一
時
避
難
所
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
致
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
ご
報
告
申
し
上
げ
、
今
後
の
身

近
な
備
え
・
対
応
等
の
検
討
に
際
し
、
ご
参
考

に
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

は
じ
め
に

一
時
避
難
所
の
付
帯
設

備
で
は
、
避
難
所
な
し
の

町
会
を
除
く
二
十
八
町
会

の
集
計
に
な
り
ま
す
。
空

調
設
備
（
図
2
の
1
）
で
は
、

約
八
割
が
冷
暖
房
を
完
備
。

厨
房
や
冷
蔵
庫
に
つ
い

一
時
避
難
所
で
は
非
常
用

簡
易
ト
イ
レ
の
備
え
等
も

検
討
の
余
地
が
あ
り
そ
う

で
す
。

避
難
先
で
の
外
部
情
報

の
入
手
手
段
（
図
3
）
で
は
、

T
V
や
ラ
ジ
オ
、
市
防
災

無
線
受
信
機
な
ど
と
な
り

ま
す
が
、
身
近
な
情
報
入

手
に
は
市
防
災
無
線
の
受

信
が
有
益
で
は
な
い
か
と

思
慮
さ
れ
ま
す
。

停
電
対
応
（
図
4
）
で
は

二
〇
十
九
年
台
風
に
よ
る

長
期
停
電
の
経
験
か
ら
、

一
時
避
難
所
へ
の
電
源
確

保
も
進
展
し
、
半
数
を
超

え
る
町
会
が
非
常
電
源
を

備
え
る
動
き
と
な
っ
て
い

ま
す
。

緊
急
避
難
指
示
へ
の
対

応
（
図
5
）
で
は
、
町
会
役

員
で
対
応
の
所
と
、
防
災

会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
所

で
は
役
員
会
・
防
災
会
が

協
力
し
て
対
応
す
る
と
の

回
答
。

多
く
の
町
会
役
員
が
一

年
で
交
代
し
て
し
ま
う
現

状
に
於
い
て
、
専
任
の
防

災
会
が
組
織
さ
れ

て
い
る
意
義
は
大

き
い
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

一
時
避
難
所
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
グ
ラ
フ

受
入
体
制
も
備
え
の
一
つ
に

一
時
的
な
避
難
誘
導

安心・安全部

部長：布施好幸

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
地
域
の
安
全

事 業 御 礼
本年度、三和地区社会福祉協議会として、

７月以降、取組んで参りました賛助会員募集

事業の結果につきましてご報告申し上げます。

皆さまの温かいご理解とご協力の下、個人

会員ご協力者様149口、団体ご協力賛同者様

175口、合せて324口（324,000円／(10月15日現

在）を集計するに至りました。

ご協力を賜りました皆様に、心より厚く御

礼申し上げますと共に、地域に於ける社会福

祉活動の更なる充実に向けて役立てて参りま

す。ご協力、誠にありがとうございました。

2024年度 賛助会員募集

〔 賛助会員募集事業集計結果（地区別） 〕

※金額換算は口数×1,000 円/1口

市西地区 54 58 112

養老地区 32 50 82

海上地区 8 61 69

光風台地区 53 6 59

地区合計 147 175 322

包括支援Sひまわり 2 2

総計 149 175 324

個人会員
口数

町会等
団体口数

合計 
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回 顧 録

シリーズ ③

害
派
遣
も
本
当
に
多
か
っ

た
。
北
海
道
南
西
沖
地
震

・
阪
神
淡
路
大
震
災
・
新

潟
中
越
沖
地
震
・
東
日
本

大
震
災
と
続
き
、
自
然
の

脅
威
を
感
じ
ざ
る
を
得
な

い
。平

成
十
六
年
、
私
の
同

期
が
教
育
中
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
事
故
で
亡
く
な
っ
た
。

同
期
へ
の
思
い
と
安
全

へ
の
探
求
心
は
よ
り
強
ま

り
、
木
更
津
で
は
教
育
班

長
と
し
て
、
機
種
転
換
教

育
に
力
点
を
置
き
、
ま
た
、

霞
ケ
浦
校
で
は
、
整
備
幹

部
や
機
上
整
備
員
教
育
を

操
縦
教
官
と
し
て
担
当
し
、

後
輩
の
育
成
に
力
を
入
れ

た
。
自
衛
官
退
任
の
時
も

迫
っ
て
い
た
。

【
次
号
へ
と
続
く
】

パイロット資格取得後は
関東の部隊中心に勤務

更生保護女性会

三和支部

誰
か
が
自
分
を
気
遣
っ
て
く
れ
て
い
る

そ
ん
な
心
の
支
え
・
存
在
を
目
指
し

元
陸
上
自
衛
隊
航
空
学
校

整
備
・
操
縦
教
官

八
巻

正
時

更生保護女性会三和支部

支部長 金杉 三四子

二
日
市
場
・
出
羽
三
山
講

で
は
、
昨
夏
（
二
〇
二
三
年
七

月
八
日
～
十
日
）
二
泊
三
日
の

日
程
で
、
町
会
に
受
け
継
が

れ
る
出
羽
三
山
参
拝
を
実
施

し
ま
し
た
。

も
と
も
と
二
〇
年
～
二
五

年
周
期
で
取
組
ま
れ
て
お
り
、

前
回
の
実
施
が
二
〇
〇
〇
年

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
次
は
東

京
五
輪
の
年
（
二
〇
二
〇
年
）

だ
ね
」
と
計
画
が
練
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
を
受
け
、
順
延
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
昨
年
よ
う
や
く

実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。参

加
者
は
二
十
一
名
。
内
、

新
行
（
初
め
て
の
登
拝
者
）
が

十
一
名
、
古
行
十
名
の
陣
容
。

初
日
は
羽
黒
山
神
社
に
参

拝
し
宿
坊
（
養
清
坊
）
に
宿
泊
。

翌
朝
、
宿
坊
で
の
朝
行
を

済
ま
せ
、
月
山
神
社
を
目
指

し
て
八
合
目
駐
車
場
よ
り
登

拝
を
開
始
。

登
山
道
は
残
雪
に
覆
わ
れ
、

悪
天
候
も
重
な
り
、
下
山
予

定
時
刻
を
五
時
間
も
超
過
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、

同
行
者
二
十
一
名
、
互
い
に

励
ま
し
合
い
無
事
下
山
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
十
三
年
ぶ
り
の
登
拝
を

無
事
に
終
え
、
ま
た
、
伝
統
行

事
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
叶
い
安

堵
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
先
祖
代
々
の
こ
う

し
た
行
事
の
継
承
が
出
来
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

二
十
三
年
ぶ
り
の
登
拝

二
日
市
場
出
羽
三
山
講

代
表

吉
野

孝
男

【 二日市場三山講 21名の同行者の皆さん 】

【 残雪の中をひたすら登る】

ロ
ー
カ
ル

フ
ラ
ッ
シ
ュ

更
生
保
護
女
性
会
は
、
法

務
省
が
所
管
す
る
全
国
組
織

で
、
そ
の
名
の
通
り
女
性
だ

け
で
組
織
さ
れ
た
更
生
保
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

市
原
市
内
で
は
、
九
つ
の

支
部
が
組
織
さ
れ
、
当
三
和

支
部
は
、
現
在
二
十
名
の
会

員
が
活
躍
中
で
す
。

活
動
の
目
的
は
、
地
域
社

会
の
犯
罪
・
非
行
の
未
然
防

止
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
通

じ
、
時
代
を
担
う
青
少
年
の

健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
、

ま
た
、
矯
正
施
設
「
市
原
青
年

矯
正
セ
ン
タ
ー
」「
市
原
刑
務

所
」
で
の
諸
行
事
へ
も
参
加

協
力
し
、
社
会
復
帰
へ
の
支

援
活
動
の
一
助
と
し
て
い
る

ほ
か
、
子
供
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
見
守
る
取
組
も
進

め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
活
動
へ
の
理
解

を
深
め
て
頂
く
た
め
に
、
地

域
の
方
々
を
交
え
た
ミ
ニ
集

会
や
、
会
員
相
互
の
絆
を
深

め
る
研
修
も
大
切
に
し
て
い

ま
す
。

更生保護女性会、名称は厳めしいかもしれませんが、内容は
人と人の支え合いを基本にした、相互のたすけあい組織です。
地域にお住いの女性の皆さん！ 是非、私たちと一緒に
活動してみませんか？ 一人でも多くの皆さんのご入会を
お待ちしております。

地
域
社
会
は
人
と
人
と
の

支
え
合
い
で
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
自
分
を
気
に
か
け
て

く
れ
る
人
た
ち
が
い
る
、
こ

の
こ
と
は
き
っ
と
心
の
支
え

に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
存
在
に
な
る
こ

と
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

社
協
の
連
携
し
た
取
組
例

と
し
て
、
多
く
の
関
心
が

寄
せ
ら
れ
、
参
考
事
例
と

し
て
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

八
月
二
十
日
、
千
葉
県

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
県
社
協
が
推
進
す

る
福
祉
教
育
の
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
社
協
の
指

定
を
受
け
た
小
中
高
な
ら

び
に
地
区
社
協
の
福
祉
教

育
取
組
み
内
容
を
報
告
・

発
表
す
る
場
で
あ
り
、
今

回
は
光
風
台
小
、
双
葉
中
、

市
原
高
校
の
三
校
と
三
和

地
区
社
協
と
が
、
そ
れ
ぞ

れ
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ

教
育
内
容
の
報
告
・
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

取
り
分
け
、
当
地
区
の

発
表
は
、
小
中
高
・
地
区

私たちのシンボルマークです

＜ メンバー同志の絆も大切にしています ＞

県社協・福祉教育報告会

光風台小・双葉中・市原高校・地区社協が臨む

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
パ
イ
ロ

ッ
ト
へ
進
む
経
緯
は
前
号

で
記
し
た
が
、
こ
の
関
係

で
私
は
昭
和
五
十
六
年
四

月
、
北
海
道
か
ら
栃
木
県

宇
都
宮
市
に
あ
る
航
空
学

校
に
入
校
し
た
。

知
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

の
教
育
に
戸
惑
い
つ
つ
も

必
死
に
な
っ
て
学
ん
だ
。

取
り
分
け
実
機
訓
練
は

空
の
上
、
気
を
抜
く
こ
と

は
許
さ
れ
ず
、
教
官
の
厳

し
い
叱
責
に
も
耐
え
抜
き

ど
う
に
か
ウ
イ
ン
グ
マ
ー

ク
を
授
与
さ
れ
た
。
こ
の

時
か
ら
私
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

人
生
が
始
ま
っ
た
。

最
初
の
勤
務
地
は
、
東

京
立
川
市
に
あ
る
駐
屯
地

で
二
年
半
勤
務
し
た
。

そ
の
後
、
幹
部
任
官
後

に
千
葉
県
木
更
津
市
に
転

勤
。
木
更
津
の
部
隊
は
大

型
輸
送
ヘ
リ
が
主
力
で
、

転
勤
後
す
ぐ
に
機
種
転
換

操
縦
教
育
を
受
け
、
以
後

退
官
ま
で
こ
の
ヘ
リ
と
共

に
歩
ん
だ
。

ほ
と
ん
ど
関
東
の
部
隊

で
勤
務
し
た
自
衛
官
生
活

だ
っ
た
。

こ
の
間
、
多
く
の
災
害

派
遣
や
国
家
行
事
に
携
わ

っ
た
が
、
特
に
最
初
の
災

害
派
遣
と
な
っ
た
の
が
、

昭
和
六
十
年
八
月
の
日
航

機
墜
落
事
故
だ
っ
た
。

そ
の
任
務
は
、
墜
落
現

場
と
な
っ
た
御
巣
鷹
の
尾

根
ま
で
、
人
員
や
物
資
を

空
輸
す
る
役
割
で
あ
っ
た

が
、
現
地
の
異
様
な
光
景

や
臭
気
、
そ
の
悲
惨
さ
は

五
感
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
二
年
に
は
、

雲
仙
普
賢
岳
の
噴
火
に
よ

っ
て
、
噴
煙
に
よ
る
エ
ン

ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
で
不
時
着

し
た
僚
機
の
救
出
で
も
出

動
し
た
。
地
震
に
よ
る
災

航
空
学
校
入
校
後

東
京
立
川
駐
屯
地
を
経
て

千
葉
県
木
更
津
の
部
隊
へ


